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１．耐火プラADミニWEB排水計算システムについて 

 【Ⅰ章  はじめに】 

２．動作環境 
排水計算を行うためには、次のシステム環境が必要です。 
・OS        ：Windows Vista 以上推奨 
・対応ブラウザ ：Microsoft Internet Explorer８ 以上推奨 
 

①WEB排水計算システムでは、インターネットに接続したパソコンを使い、以下のことを 
 行うことができます。 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②排水計算を行う前には、必ず｢耐火VP配管システムカタログ｣の設計マニュアルをご確認ください。 
  また、施工に関する内容については、別途カタログ等でご確認ください。 

３．起動方法 

エスロンタイムズのホームページ ：http://www.eslontimes.com/ を開き、 
｢耐火プラADミニ WEB排水計算システム｣のリンクボタンから接続してください。 
 
直接接続する場合のURL ：http://www.eslon-ｆｓｖｐ.com/  
 
※ご利用いただくには会員登録が必要となります。 
  初めてご利用される方は会員登録（無料）をお願いします 

1 

http://www.eslontimes.com/
http://www.eslon-fsvp.com/
http://www.eslon-fsvp.com/
http://www.eslon-fsvp.com/
http://www.eslon-fsvp.com/


４．適用条件 

①～③ 

耐火プラADミニシステムの適用条件（カタログより抜粋） 

耐火プラADミニシステムは下記の適用条件を満たす場合にご使用いただくことができます。 

１）会員登録 
   当サイトをご利用いただくには会員登録が必要となります。初めてご利用される方は会員登録（無料） 
↓  をお願いします。 

２）ログイン 
↓   ＩＤ、パスワードを入力してログインしてください。 

   ↓  
   ４－１）物件情報の入力と適用条件の確認 
      物件情報の入力、立て管の仕様の選択、適用条件の確認を行ってください。 
      ※適用条件を全て満たさなければ｢計算書作成｣に進めません。 
   ↓ 
   ４－２）排水計算 
     排水計算を行う物件の図面をもとに、立て管に接続する器具数および、メイン横主管に接続される 
     立て管番号を入力してください。 
   ↓ 
   ４－３）入力情報の確認と登録 
      入力内容に間違いがないかを確認し、登録してください。登録すると保存されます。 
   ↓ 
   ４－４）結果出力 
     登録した管径計算結果および材料集計表を出力することができます。 

３）お客様情報の確認 
↓   お客様情報に変更がある場合には修正してください。 
４）排水計算  
   新規計算を行うか、以前の計算結果を修正するかをお選びください。 

排水計算の手順を以下に示します。 ５．排水計算の手順 

 【Ⅰ章  はじめに】 
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 【Ⅱ章  基本操作】 

１．会員登録 

２．ログイン 

（１）当サイトをご利用いただくには 
  会員登録が必要となります。  
  
  初めてご利用される方は 
  会員登録をお願いします。 

（１） ＩＤ、パスワードを入力して 
  ログインしてください。 

（１） 

～次ページから排水計算の新規作成方法をご説明いたします～ 

IDとパスワードが発行されます 

入力 

入力 

３．お客様情報の確認 

（１）お客様情報に変更がある場合は、 
  修正してください。 
 
（２）変更がない場合はOK（排水計算へ）  
  をクリックしてください。 

（１）新規計算を行う場合は「新規計算」を 
  クリックしてください。 
（２）以前の計算結果を修正する場合は、 
  表中の「参照」をクリックしてください。 
 
  また、表中の「出力」をクリックすると、 
  計算結果を出力することができます。 

４．排水計算 

（１） 

（１） 

（２） 

この章では、WEB排水計算システムの計算手順を入力画面をもとにご説明いたします。 
具体的な物件例での計算方法については、 Ⅲ章をご参照ください。 
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４．排水計算（新規作成） 
 
４－１．物件情報の入力と適用条件の確認 

④立て管規模（階数）を入力してください。 

排水計算を行う物件について、①～⑤の項目を入力し、⑥の｢計算書作成｣にお進みください。 

⑥全て入力後、｢計算書作成｣をクリックしてください。 

 【Ⅱ章  基本操作】 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

（１）物件情報の入力 

（２）立て管の仕様の選定 

（３）適用条件の確認 

①排水計算を行う物件の「物件名」、「所在地」、「連絡先」等を入力してください。 

②最下階合流システムか通常システムかをお選びください。 

③立て管の種類をお選びください。 

⑤耐火プラADミニが適用できる物件かをご確認ください。（確認項目にチェックを入れてください） 
  ※適用条件を全て満たさなければ、 ｢計算書作成｣に進めません。 

（４）計算開始 
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４－２ ．排水計算 

排水計算を行う物件の図面をもとに、（１）～（３）の項目を入力し、（４）｢入力情報確認｣にお進みください。 
  
※画面を下までスクロールして、全て入力してください。  

（１） 

（２） 

（３） 

スクロールして 
入力 

 【Ⅱ章  基本操作】 

（４） 

次のページから、入力方法を詳しくご説明いたします。 
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４－２ ．排水計算 

（１）各立て管に接続する器具数の入力： 
 ①管径計算を行う物件の系統図の立て管に番号を付けてください。 
 ②番号を付けた立て管系統毎に、接続される器具数（台）を入力してください。 

 【Ⅱ章  基本操作】 

＜系統図の番号例＞ 

系統図の立て管に番号を付けてください。（立１、立２・・・立１８） 
※立て管番号は立５０まで入力できます。 

① 

② 

6 



４－２ ．排水計算 

（２）メイン横主管に接続される立て管番号の入力： 
 排水計算を行う物件のメイン横主管に番号を付け、メイン横主管に接続される立て管番号を入力してください。 
 
 ※立て管番号は１０本まで入力できます。メイン横主管に立て管が11本以上接続される場合は、 
   「メイン横主管番号の補助入力欄」を使い、メイン横主管の接続状況を入力してください。 
 
 ※メイン横主管に接続するもの全てを必ず入力してください。不足すると、間違った管径が算出されます。 

 【Ⅱ章  基本操作】 

横１ 

立１ 

（サブ横主管） 

立２ 立３ 立４ 立５ 

① メイン横主管（横１）に、接続される立て管番号（立１～立５）を入力してください。 

例１：立て管5本が接続する場合 

●10本以下の立て管がメイン横主管に接続される場合 

① 

横３ 

立１ 

（サブ横主管） 

立２ 立９ 立１１ 立１２ 

① メイン横主管に接続される立て管番号を複数行に分けて入力してください。 
         ・横１に立１～立10の10本分を入力します。 
         ・横２には立11と立12の2本分を入力します。 
 
           ※横２は立11と立12のみが接続された横主管として仮に設定します。 
 
② 「メイン横主管番号の補助入力欄」を使い、横１と横２が横３に接続するように入力してください。 

例２：立て管12本が接続する場合 

●1１本以上の立て管がメイン横主管に接続される場合 

上記は横１と横２が横３に接続する状況を示しています 

立３ 立１０ 

横１ 横２ 

① 

② 
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４－２ ．排水計算 

（３）メイン横主管に立て管系統以外の排水が接続される場合： 
  メイン横主管に、立て管系統以外の排水が接続される場合のみ、入力が必要です。（最下階住戸の排水等） 
 
  各メイン横主管毎に、接続される器具数の総合計（台数）を入力してください。 
  （先に入力した立て管系統の台数は除きます） 
 
  ※メイン横主管の管径を計算するため、メイン横主管に接続する全ての器具数を必ず入力してください。 

 【Ⅱ章  基本操作】 

●メイン横主管に立て管系統以外の排水が接続される場合の入力例】 

① WEB入力画面の中央付近の「メイン横主管に接続される立て管番号の入力」表を使い、 
  メイン横主管（横１）に、接続される立て管番号（立１～立６）を入力してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②WEB入力画面の下付近の 「メイン横主管に立て管系統以外の排水が接続される場合」のみ入力する表を使い、 
  メイン横主管（横１）に、接続される器具数の総合計（洗面、洗濯、浴槽の各６台）を入力してください。 
       ※先に入力した立て管系統の台数は除きます。 

最下階住戸排水 
（洗面、洗濯、浴槽 ６住戸分） 

サブ横主管 

立１～立６は雑排水系統 
（洗面、洗濯、浴槽）とする 

立１ 立２ 立３ 立４ 立５ 立６ 

横１ 
＝立て管（立１～立６）と最下階住戸（６住戸分）の排水が接続 

例１：雑排水系統の立て管（立１～立６）と最下階住戸排水が、メイン横主管（横１）に接続される場合 

① 

② 

（４）入力情報の確認： 
 ①入力完了後、「 入力情報確認」をクリックしてください。 
 ②メモ欄は使用した図面番号等の控えとしてご活用ください。 

① 

② 
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４－３ ．入力情報の確認と登録 

（１）入力内容に間違いがないかを確認し、｢登録｣をクリックしてください。登録すると保存されます。 
 ※計算結果に｢使用不可（流量オーバーです）｣と表示された場合には、耐火プラADミニシステムは 
  使用できませんので、弊社の他のシステム（耐火プラAD,、ADスリム）でご検討ください。 
  詳しくは弊社営業所までお問い合わせください。 

４－４ ．結果出力 

（１）登録した管径計算結果および材料集計表を出力することができます。 
（２）トップページに戻り、「計算結果一覧」から出力することもできます。 

～排水計算の基本操作法の説明は以上です。 
 
 次のページから、物件例をもとに、排水計算の操作手順を詳しくご説明いたします～ 

（１） 

 【Ⅱ章  基本操作】 

9 
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（１） 



メイン横主管（横２） 

立2 

（立て管系統2,5,8,11,14,17と最下階住戸（６住戸分）が流入） 

立5 立8 

最下階住戸排水 
（洗面、洗濯、浴槽 ６住戸分） 

サブ横主管 

立11 立14 立17 

メイン横主管（横３） 

立3 

（立て管系統3,6,9,12,15,18と最下階住戸（６住戸分）が流入） 

立6 立9 

最下階住戸排水 
（台所６住戸分） 

サブ横主管 

立12 立統15 立18 

最下階住戸排水 
（便器 ６住戸分） 

メイン横主管（横１） 

立1 

（立て管系統1,4,7,10,13,16と最下階住戸（６住戸分）が流入） 

立4 立7 

サブ横主管 

立10 立13 立16 

汚水系統 

雑排水系統 

台所排水系統 

メイン横主管（横４） 
（横１+横２） 

メイン横主管の接続状況 

 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

立て管 
の状況 

＜物件例１の配管形態＞ 
  ：通常システム（最下階住戸排水は単独（立て管に合流しない））、８階規模、1住戸に３本の立て管が設置。 

立て管の系統番号は立１～立１８ 

※メイン横主管と 
 サブ横主管の違いは 
 P18をご参照ください 
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（１）修正したい物件の「参照」をクリックしてください。 （１）「新規計算」をクリックしてください。 

１．物件情報の入力と適用条件の確認 

○以前の計算結果を修正する場合： ○新規計算を行う場合： 

入力画面全体を以下に示します。（１）～（５） に入力していただきます。 

（１）クリックして進む 

（１）クリックして進む 

～次ページから入力方法を詳しくご説明いたします～ 

※以前の計算結果を修正する場合の注意点： 
  入力画面には以前の値が入力されていますので、必ず、入力値を確認・変更してください。 

以下のいずれかを選択して入力画面に進んでください。 

 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

（１） 

（２） 

（３） 

（４） 

（５） 

入力方法詳細は 
次ページ参照 

11 



（１）物件情報を入力してください。（物件名、所在地、連絡先等） 

利用者名 

～次ページに続く～ 

（２）最下階合流システムか通常システムかをお選びください。 

（１） 

（２） 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 



～前ページからの続き～ 

脚部 
継手 

（５）耐火プラADミニシステムが適用できる物件かをご確認ください。（確認項目にチェックを入れてください。） 

（３）立て管の仕様をお選びください 

（４）立て管規模（階数）を入力してください 

（６）全て入力後、｢計算書作作成｣をクリックしてください。 

（３） 

（４） 

（５） 

（６） 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

＜立て管規模の入力例＞ 



２．排水計算 

入力画面全体を以下に示します。（１）～（３）に入力していただきます。 

～次ページから詳しくご説明いたします～ 

（１）各立て管に接続される器具数の入力欄： 

（２）メイン横主管に接続される立て管番号の入力欄：  

（３）メイン横主管に立て管系統以外の排水が接続される場合の入力欄： 

入力方法詳細は次ページ参照 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 



立1 立2 立3 立4 立5 立6 立7 立8 立9 立10 立11 立12 立13 立14 立15 立16 立17 立18

8F

7F

6F

5F

4F

3F

2F

1F

ピット

便器
洗面

洗濯

浴槽

台所 便器
洗面

洗濯

浴槽

台所 便器
洗面

洗濯

浴槽

台所 便器
洗面

洗濯

浴槽

台所 便器
洗面

洗濯

浴槽

台所 便器
洗面

洗濯

浴槽

台所

最下階

住戸排水

（１）立て管に接続される器具数の入力  

立１ 立２ 立３ 

便所 
浴室 洗面台 洗濯 

8Ｆ 

７Ｆ 

３Ｆ 

２Ｆ 

１Ｆ 

台所 

各器具が 
各立て管に 
7台接続 

系統番号 

（例）立て管系統の立１に便器7台、立２に洗面・洗濯・浴槽が各7台、立３に台所が7台接続される場合 

＝立１に便器7台が接続 

＝立2に浴槽・洗面・洗濯 
  各7台が接続 

＝立3に台所7台が接続 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

①管径計算を行う物件の系統図の立て管に番号を付けてください。 
②番号を付けた立て管系統毎に、接続される器具数（台）を入力してください。 

① 

② 

立４以降も上記同様に、接続される器具数の入力を行ってください。 



（２）メイン横主管に接続される立て管番号の入力 

（例）汚水系統の立て管と汚水系統の最下階住戸排水６住戸分がメイン横主管（横１）に合流する場合 

立１ 立４ 立７  

便所 

８Ｆ 

７Ｆ 

３Ｆ 

２Ｆ 

１Ｆ 

便所 便所 

最下階住戸排水 
  ＝ 便器６台 

各器具が 
7台接続 

サブ横主管 

※メイン横主管と 
 サブ横主管の違いはP18を 
 ご参照ください 

①メイン横主管に接続される立て管番号の入力欄： 
  メイン横主管（横１）に接続される立て管番号を入力してください。 

②メイン横主管に立て管系統以外の排水が接続される場合 の入力欄： 
  各メイン横主管毎に、接続される器具数の総合計（台数）を入力してください。 
  （先に入力した立て管系統の台数は除きます） 
 
  メイン横主管に最下階住戸排水が接続しない場合は入力は不要です。   

メイン横主管（横１） 

（３）メイン横主管に立て管以外の排水が 
   接続される場合の入力 

① 

② 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

立１０  立１３  立１６  

横２以降も上記同様に、接続される立て管番号の入力および、立て管系統以外の排水の器具数の入力を 
行ってください。 



メイン横主管（横１） 

メイン横主管（横２） 

メイン横主管（横４） 

（立て管系統の 
①④⑦・・・が流入） 

（立て管系統②⑤⑧・・・が流入） 

（立て管系統①②④⑤⑦⑧・・・が流入） 

①メイン横主管番号の補助入力欄を使い、メイン横主管（横４）に接続するメイン横主管の番号 
（横１と横２）を入力してください。 

（例）メイン横主管（横１）とメイン横主管（横２）が合流して、メイン横主管（横４）となる場合 

・ 

～次ページに、物件例１を全て入力した時の画面を示します～ 

①メモ欄は使用した図面番号などの記録等にご活用ください。 
②入力完了後に、画面最下部の「入力情報確認」をクリックしてください。 

②クリックして入力状況確認に進む 

複数のメイン横主管が合流する場合の入力方法 

（４）入力完了後 

① 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

① 



クリックして進
む 

物件例１を全て入力した画面 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 



３．入力情報の確認と登録 

（１）入力値に間違いないかを確認し、登録ボタンをクリックしてください。 
 
 ※計算結果で、｢使用不可（流量オーバーです）｣が表示された場合には、耐火プラADミニシステムは 
   使用できませんので、弊社の他のシステム（耐火プラAD、ADスリム等）でご検討ください。 
   詳しくは、弊社営業所までお問い合わせください。 
 
     
（２）登録すると保存され、出力が可能となります 

 ※登録後は修正ができません。 

＜使用不可が表示された例＞ 

（１）クリックして進む 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 



物件例１の確認画面 
（計算結果が表示されています） 

立て管と 
サブ横主管の 
計算結果 

メイン横主管の計算結果 

結果出力へ 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 



４．結果出力 

（１）登録した管径計算結果 および 材料集計表を出力することができます。 
（２）トップページに戻り、計算結果一覧から出力することも可能です。 

●管径計算結果の出力例 
●材料集計表の出力例 

（計算結果一覧から出力する場合） （引き続き出力する場合） 

（１） クリック 

（２） 出力をクリック 
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 【Ⅲ章  物件例１による排水計算の手順】 

※ 管径計算結果 および 材料集計表の表紙の日付はWEB画面から出力を行った時点の 
   日付となります。 



１．入力方法に関する注意事項 
   
 
 ①原則、１本の立て管に接続可能な器具数は１フロアーあたり 
   最大で台所、洗面、濯、浴槽、便器の５器具が各１台以内です。 
 
   ただし、上記以外のパターンでもご使用いただける場合があります 
   ので、実際に計算画面で入力して、適用の可否をご確認ください。 
 

 
 
  ②通常システム（最下階住戸排水が立て管に合流 
   しない）の場合は、各器具の種類ごとに、 
   階数規模-１台分の器具数まで立て管に 
   接続が可能です。  
   （例：7階規模の場合は6台まで接続可能） 

 
   
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ④トイレに併設される手洗いが流入する場合は｢トイレ手洗い｣欄に入力してください。 
   ※便器とトイレ手洗いは、プラＡＤミニ継手の横枝2口に分割して流入させてください。 
 
 
 
 
 
 
 
  ⑤洗面は各フロアーで2台分まで１本の立て管に接続可能です。 
   （例：６階層の洗面が立て管に接続する場合は１本の立て管に１２台分まで接続可能） 
 
  ⑥計算結果で、｢使用不可（流量オーバーです）｣が表示された場合には、耐火プラADミニシステムは 
   使用できませんので、弊社の他のシステム（耐火プラAD継手、ADスリム継手等）でご検討ください。 
   詳しくは、弊社営業所までお問い合わせください。 

 ③最下階合流システムの場合は、 
  各器具の種類ごとに、階数規模分の 
  器具数まで立て管に接続が可能です。 
  （例：6階規模の場合は6台まで接続可能） 

 【Ⅳ章  その他 注意事項】 
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・排水計算でお使いになった図面類については、別途保管してください。 
  また、検討条件や図面番号等は画面のメモ欄に記入し、控えとしてご活用ください。 
  
・材料集計表の金額は概算金額を示しています。 
  耐火プラADミニ継手の仕様（品番）確定後に、別途ご確認ください。 
 
・耐火プラADミニ継手の枝仕様（横枝数と管径）については、部屋内の器具の接続状況に応じて 
 別途ご選定ください。 
 
・計算システムの仕様、操作説明書および出力物（管径計算結果、材料集計表）に記載されている内容は 
 予告なく変更することがありますので、ご了承ください。 
 
・操作説明書およびWEB画面を弊社の許可なく複製することはその形態を問わず禁じます。 
 
 
・ご不明な点は最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 

・サブ横主管とは・・・ 各排水立て管の脚部以降の横引き管であり、 
              複数の立て管からの横引き管が合流するまでの各横引き管を示します。 
 
・メイン横主管 とは・・・ 複数の立て管からの横引き管が合流したところ以降の横引き管を示します。 

３．その他 注意事項 

●サブ横主管とメイン横主管の違いについて 

 【Ⅳ章  その他 注意事項】 

２．用語解説 
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